
お知らせ
記者発表資料 令和２年２月 日

■同時発表先 合同庁舎記者クラブ、広島県政記者クラブ、中国地方建設記者クラブ

「建設キャリアアップシステムモデル工事現場
見学会」を開催します。

○建設キャリアアップシステムは、技能者の現場における就業履歴や保有資格など
を、技能者に配布するＩＣカードを通じ、業界統一のルールでシステムに蓄積す
ることにより、技能者の処遇の改善や技能の研鑽を図ることを目指すものであ
り、平成３１年４月より本格的に運用が開始されています。

○当該システムの効果や課題を収集し、より良いシステムの構築に繋げるため、シ
ステムが導入されている工事のうち、（一社）日本建設業連合会からの推薦をも
とに、全国３０箇所（うち中国地方整備局管内では３箇所）が「建設キャリアア
ップシステムモデル工事」に選定されています。

○今回、この選定された３箇所のうち１箇所において、現場見学会を開催します。

１．見学会日時 ： 令和２年３月１０日（火） １３：３０～１４：３０
２．会 場 ： 広島合同２号館耐震改修工事（現場詰所）

広島市中区上八丁堀６番３０号 合同庁舎 第四駐車場内
（別紙－１ 会場位置図をご覧ください）

３．施 工 者 ： 大成建設株式会社
４．内 容 ： ・建設キャリアアップシステムの概要

・建設キャリアアップシステムを利用した現場における入場
手順の説明

・帳票等のディスプレイ（デモンストレーション）説明
（基本情報、就業履歴等）

５．対 象 者 ： 建設事業者、技能者、建設団体、地方公共団体（発注者）
６．申 し 込 み ： 令和２年３月４日（水）１２：００までに別紙－２見学会

申込書によりＦＡＸにてお申し込みください。
会場の都合上、受付は先着順とし、定員３０名になり次

第、締め切りとさせていただきます。
（申込書：中国地整 建政部ＨＰより入手可能です。

http://www.cgr.mlit.go.jp/chiki/kensei/index.htm)
７．取 材 等 ： 取材される報道関係の方も、「別紙－２ 見学会申込書」

にて３月９日（月）までにお申し込みください。
※当日は、新型コロナウイルス対策のため、出入り口に消
毒液を設置しておりますのでご協力をお願いします。

＜問い合わせ先＞
（全般に関すること）
中国地方整備局 ０８２－２２１－９２３１（代表）：（平日・昼間）
建政部 計画・建設産業課長 牧野 健二（まきの けんじ） （内線６１２１）
企画部 技術管理課長 山﨑 彰 （やまさき あきら） （内線３３１１）

（見学の申込み、会場等に関すること）
一般社団法人 日本建設業連合会 中国支部 ０８２－２４３－３０１７

【広報担当窓口】
広報広聴対策官 岩下 恭久（いわした やすひさ） （内線２１１７）
企画部 環境調整官 坂本 泰正（さかもと やすまさ） （内線３１１４）

http://www.cgr.mlit.go.jp/chiki/kensei/index.htm


別紙－１　会場位置図

会　　場：広島合同２号館耐震改修工事（現場詰所）
広島市中区上八丁堀6番３０号　合同庁舎 第四駐車場内

２．会場への入場場所

３．公共交通機関から合同庁舎へのアクセス

「建設キャリアアップシステムモデル工事現場見学会」

１．会場案内図

※現場事務所には駐車スペースはありません。公共交通機関をご利用ください。

広島合同庁舎

工事エリア

現場事務所

出展：国土地理院「地理院地図（電子国土Web）」加工：中国地方整備局建政部

出展：国土地理院「地理院地図（電子国土Web）」加工：中国地方整備局建政部



（別紙ʷ２） 

見学会申込書 

「建設キャリアアップシステムモデル工事」現場見学会参加申込書 

FAX： ０８２ʷ２４２ʷ２３８０ 
※本申込書に必要事項を記入の上、FAXにて申込をお願いいたします。 

※当日は FAX 送信した本申込書（本紙）を持参し、提示してください。 

※当日は、１３：２０までに会場にお越し下さい。 

企業名 

（又は団体名） 

住 所 
〒 ʷ 

参加者名 

氏 名 役職等 

連 絡 先 

電話 

FAX 

担当者名 氏名 

※FAX 送信期限 令和２年３月４日（水）１２：００まで 

※会場の都合上、定員（3０名）になり次第、期限前でも締め切りとさせていただきま 

す。また各会社（団体）１名でお願いいたします。〔参加者多数によりご参加いただけ

ない場合は、ご連絡させていただきます。〕 

送付先：日建連中国支部 あて 



⾒積り・請求のエビデンスとしての活⽤

施⼯実績DB・ビッグデータとしての活⽤

〇「建設キャリアアップシステム」は、技能者の資格、社会保険加⼊状況、現場の就業履歴等を業界
横断的に登録・蓄積する仕組み

〇若い世代にキャリアパスと処遇の⾒通しを⽰し、技能と経験に応じ給与を引き上げ、将来にわたっ
て建設業の担い⼿を確保し、ひいては、建設産業全体の価格交渉⼒を向上させるもの

〇また、労務単価の引き上げや社会保険加⼊の徹底といった、これまでの技能者の処遇改善の取組を
さらに加速させるもの

〇平成３１年４⽉より「本運⽤」を開始。初年度で１００万⼈、５年で全ての技能者の登録を⽬標

【技能者情報】
・本⼈情報
・保有資格
・社会保険加⼊状況等

ピッ！

現場⼊場の際に読み取り

技能者にカードを交付

建設キャリアアップシステムの構築

技能者情報等の登録 カードの交付・現場での読取

【事業者情報】
・商号
・所在地
・建設業許可情報 等
【現場情報】
・現場名
・⼯事の内容
・施⼯体制 等

※システム運営主体
（⼀財）建設業振興基⾦

＜建設キャリアアップシステムの概要＞
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レベル２
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初級技能者（⾒習い）

中堅技能者
（⼀⼈前の技能者）

職⻑として現場に
従事できる技能者

⾼度なマネジメ
ント能⼒を有す
る技能者（登録
基幹技能者等）

評価基準に合わせ
てカードを⾊分け

技能者の経験の⾒える化・能⼒評価

現場管理のIT化・書類削減

１

（参考）




